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発表会の概況

2020.09.13に、所属するギター科の発表会があった。

会場は、美術館ホール。観客数は、コロナ対策もあり100名程度か。

ギターの演奏会にはふさわしい中規模の落ち着いたホール。ただし、美術館
のホールとあって、音響的には、演奏会よりは講演会向けの設計となってい
るようで、音の反響、残響はかなり抑えられているようである。

演奏者は、ギター科の生徒、幼児から高齢者（私のような）まだ幅広い
演奏者で、技術力は初心者からプロ並みの腕を持つ人まで様々。

発表会は、13：30-17:30という長丁場ではあるが、途中で、講師演奏
という、スペシャルサービス的な演奏も聴け、退屈することはない。



私の演奏曲

多くの発表者が独奏でチャレンジするなか、講師との二重奏で演奏。

演奏曲目は、「シャコンヌ HWV435より/G.ヘンデル：A.ラゴヤ編」

かつての二重奏名匠プレスティ＆ラゴヤが演奏した難易度は高い曲。

パートは、2ndを受け持つ

１stほど高度な技術はいらないが、スケール、アルペジオ、ハイポジション等
が繰り返し出てくる。

演奏時間が10分程度ということで、主題のみ繰り返し、変奏は、繰り返し
なしの演奏



本番が始まる前の状況・・・・

控室で、本番前に練習する機会が設けられており、30分ほど慣らしびきを
行った。講師の先生からも時間を見つけてもらい、1度、曲をなぞる。

その時より、緊張の高まりの影響がすでに出ているのか、指は思うように動か
ない。なお、この日も、持病のため服用しているβ遮断薬を朝に服用してい
ることもあり、大きな指跳ねを伴う指の震えはない。

本番前数名の時に、舞台袖で待機。この間も、数年前のような異常な緊
張感はなく、ごく自然に落ち着いて待機できている（本人の意識上）

出番が来て、先生と一緒にステージへ上がる。この時点も、精神的には比
較的落ち着いいるものの、指の動きが悪そうだとの感覚がある。



いざ本番

最初のGコード和音で主題が始まる。

かなり指がもたつくも、なんとかつなげる。

ただ、いつもと異なり、楽譜をきちんと追っかけて
いない状況で、時々、現在の位置を見失う。

中盤の短調にはいる。何とかここまではもたせた。

次第にスピードアップして、激しい情感をぶつける
場面が待ち受けるが、早いアルペジオが弾けない。

拍を取れなくなり、1stとずれが生じるが、テンポが
速く修復できず、やむなく曲を止め、変奏の途中
から再開。後半何とか持ち直して演奏を終える。



満足できる演奏ができなかった理由 その１

「緊張していた」ということは当然あるが、この程度の緊張は、前回の発表
会で「幻想曲OP54bis（ソル）」を演奏した時も感じた程度であるが、そ
の時は、完全ではなかったが、それなりの演奏はできた。聴いていた人からも
お褒めの言葉をもらえた。難易度でいうと同じ程度である。

「体調がいまいち」。控室で先生と曲を通した時、曲にのれていないのは体
調の性もあるかも。そのような時はだれでもあるので、本番はゆっくり目にしま
しょうと言われていた。ただ、この体調が今一つというのは、その自覚はない。

「演奏姿勢が不自然だった」 主催者から椅子の高さがかなり高いの下げる
ように話があったが、気にしなかった。譜面台の位置がかなり低かったので高
く調整しようとしたが、調整のねじがきつく、結構そのままの高さで演奏を始
めた。そのため、日常の目線の中に楽譜が入っていない状況があった。



今考えられる対応策

日常と同じような姿勢を、ステージでも確保する必要があった。

１）足台だけは自分用のものを持っていき、いつもの高さに調整したが、椅
子の調整を怠った。

２）譜面立ての高さ、角度も、練習時の環境と極力同じ状態にするべき
であった。特に、私は、暗譜がほとんどできない（やらない）ので、楽譜の位
置が悪いのは、致命的な問題となることを認識しておくべきであった。

３）最終的に、日ごろはやるギターのヘッドと自分の方の高さの位置関係
の確認をおこなっていない。緊張しているせいだろう、判断が悪かった。



満足できる演奏ができなかった理由 その２

「発表会」という場の位置づけ。今、レッスンを受けている曲を発表する場が
発表会であるという認識で、そこに、聴いてもらう人がいるという配慮がな
かった。子供であれば、親が、子供の成長を見る場としての発表会はそれで
いいのだが、いい年の（それも高齢者の）自分の場合は、聴いてもらう人
は、私の保護者でなく、オーディエンス（聴衆）である。

つまりは、私にとっての発表会は、演奏会としての意味合いが含まれている。

弾きたくて練習している曲を、練習途中（今回は、一応、弾ける状況には
なったと判断したのだが）で、発表するのは、聴きに来てくれている人には迷
惑？的なことになる。

つまりは、せっかく発表会に来てくれている人に、聴いてもらうのであるから、
聴かせられる曲を選ばなければいけないということである。



今から考えられる対策

ギターのレッスンを受けているのだから、弾けないが弾きたい曲を教えてもらう、
勉強していく、そして、練習を重ねて弾けるようになるということはあたりまえ。

ただ、発表会に出す曲は、練習過程ではなく、仕上がっている曲、日常的
に過去から弾き続けてきて、いつでも安定的な演奏ができる曲を出すべきで
あろう。特に、演奏者と聴衆の関係が、子供と保護者でない場合は。

つまり、技術的に弾けない曲をレッスンをうけて、少しでも弾けるようになるこ
とは、それでよしとし、もう一方で、技術的には弾けるのだが、曲の表現力を
学ぶ曲をレッスンに付け加え、発表会には、後者の曲を演奏する。これによ
り、発表会に聴きに来てくれた人にも「演奏会」的な楽しみを持ってもらうこ
とができるようになる。



満足できる演奏ができなかった理由 その３

「練習不足」

これが、最大の理由か！

毎日、2時間程度はギターを弾くように心がけているし、時間があり調子に
乗っている時は4時間程度は弾いている（まあ、学生時代のように10時間
弾いた！というのはなくなっているが・・・・）

ただ、その毎日の2時間のうち、発表会に出す曲をどの程度弾いているかと
いえば、恐らく2-3回弾きとおしているだけだ。

私が、毎日の時間の中で弾きたい曲は、10-20曲ぐらいある。そのため、毎
日2時間弾いているといっても、発表する曲に限って言えば、毎日、数回程
度流すだけという日常がある。

人から言わせると、初見力がそれなりにあるせいで、楽譜を見て、さらっと弾
き流している。その初見力のため、暗譜する気が起きない。



今から考えられる対策 方向転換？
自分の性格からいっても、一つの曲ばかりを毎日毎日弾き続けることはでき
そうにない。それは苦行になるだろう。この年になれば、ギターを弾くのは「今
の」楽しみのためで、「将来の」楽しみのために今は我慢して努力することは
やらないことに決めている。

嫁曰く、「そりゃあ、発表会向きじゃないねえ」

これまで、数回となく人前で演奏してきたが、お酒を飲みながらのライブ演奏
が中心で、1時間、2時間弾き続けることで楽しんできている。もちろん、す
べて楽譜を見ながらの演奏です。そんな時は、1日に20曲ぐらい演奏るのも
特に問題なく楽しくやれる。もちろん、そんなときには、緊張などしない。

が、発表会となると、そうはいかない。

今後は、レッスンで、すでに弾ける曲だが、その表現方法を学び、それを「発
表会」で聴いてもらうように方向転換するか、あるいは、昨日のように、聴き
に来ていただいた人のことなんか気にせず、弾きたい曲を弾き続けるか。



満足できる演奏ができなかった理由 その４

「発表会」は、何のために開くのか、開かれるのか。

この答えとして、前述したように、「自分がいま受けているレッスンの成果を聴
いて、今後のギター演奏の励みとする」というのが表向きの理由であろう。

これは、演奏するもの側から見た見た理由であるが、主催者側から見ると、
またもう一つの理由もある。もちろん民間事業者である主催者であるからに
は商売的な視点もあるだろうが、そのうえにギター愛好家を増やしたいという
希望もある。もっと、ギターの素敵さを知ってほしいという目的が。

これには、全面的に賛同するし、ギターを弾いているもの皆が感じていること
である。もっと、このギターの魅力をより多くの人に知ってほしい。

ギターを弾いてみたい、もっとギター音楽を聴いてみたい。そのような人が、一
人でも増えることこそが、「ギター発表会」の最大の目的なのである。

そのような、考えが、まったく浮かばなかったことも理由の一つであろう。



結論
「発表会」といえども、聴きに来てもらっている人がいる限り、私にとっては、
「演奏会」であり、確かに入場料等は払ってもらっていないが、大切な時間
をいただいているため、来てよかったと思ってもらう気持ちが必要だろう。

嫁曰く、「今日の発表会で、いいなあと思うような演奏した人は、どことなく
サービス精神旺盛の人のようだ。他の多くの人は、ひたすら一生懸命弾いて
いる。それは、それでいいのだが、聴いている方は、ちとつらい面もある。」

ということで、次回からは、多少緊張しても、ちゃんと弾ける難易度の曲を選
び、楽しんでもらえる「発表会」の一人の参加者になりたいと思う。

弾きたい曲のうち、難易度が高い曲は、しばらくは、人前では封印しましょう。

発表会を開催し、その場に足を運んでくれた人たちが、さらにギター音楽に
魅力を感じてギターファンになってもらえるような演奏をすることに心がけるこ
と。つまりは、「今の自分が好きなこと」をしつつ、未来のギター界にちょっぴり
だろうけど貢献することができれば、観客、主催者、そして演奏者（私）の
いわゆる「三方良し」になるのではないでしょうか。


